
こ
の
た
び
、
３
月
末
日
を
も
ち
ま

し
て
和
田
公
民
館
長
を
退
任
い
た
し

ま
し
た
。
地
区
の
皆
様
に
は
た
い
へ

ん
お
世
話
に
な
り
、
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

公
民
館
は
、
戦
後
の
民
主
主
義

の
普
及
と
国
民
の
文
化
再
建
の
よ
り

ど
こ
ろ
と
し
て
発
足
し
、
活
動
を
続

け
る
中
で
一
定
の
成
果
を
あ
げ
て
き

４
月
よ
り
、
前
任
の
渡
邊
館
長
の

後
を
引
き
継
ぎ
ま
し
た
萩
原
正
人
と

申
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

生
ま
れ
育
っ
た
こ
の
和
田
地
区

も
、
核
家
族
化
や
少
子
高
齢
化
が
進

み
、
地
域
課
題
を
抱
え
な
が
ら
も
、

各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
始
め
、
運
動

会
・
芸
術
文
化
祭
等
地
区
の
行
事
が

継
続
し
て
行
わ
れ
て
い
て
、
こ
れ
も

和
田
地
区
が
築
き
上
げ
て
き
た
優
れ

ま
し
た
が
、
社
会
を
取
り
巻
く
状
況

の
変
化
と
と
も
に
「
自
分
た
ち
の
住

む
地
域
を
自
分
た
ち
で
つ
く
っ
て
い

く
」
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
、
公
民
館
が
そ
の
拠
点
に
な
る
こ

と
を
期
待
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き

て
い
る
と
思
い
ま
す
。

館
長
と
し
て
の
６
年
を
振
り
返
る

と
、
そ
れ
ま
で
の
事
業
を
何
と
か
こ

な
す
と
い
う
こ
と
で
精
い
っ
ぱ
い
の

日
々
で
、
戸
惑
い
な
が
ら
の
６
年
間

で
し
た
が
、
皆
様
方
の
ご
協
力
に
よ

り
、
何
と
か
務
め
る
こ
と
が
で
き
ま

た
歴
史
・
文
化
の
現
れ
と
思
い
ま
す
。

今
後
も
こ
の
伝
統
を
大
切
に
し
な
が

ら
、
町
内
公
民
館
・
地
域
づ
く
り
セ

ン
タ
ー
・
福
祉
ひ
ろ
ば
等
と
連
携
し

て
、
地
域
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

公
民
館
は
住
民
の
学
び
の
場
所
で

あ
り
、
人
と
の
繋
が
り
の
場
で
も
あ

り
ま
す
。
気
軽
に
足
を
運
び
、
活
動

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

終
わ
り
に
、
至
ら
ぬ
点
は
多
々
あ

る
と
思
い
ま
す
が
、
皆
様
の
ご
支
援

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
就
任

の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

2
年
前
、
各
町
内
公
民
館
長
の

方
々
か
ら
要
請
を
受
け
会
長
の
大
任

を
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
。

当
初
、
慣
れ
な
い
職
務
に
戸
惑
い

な
が
ら
も
、
皆
様
方
の
温
か
い
ご
指

導
ご
協
力
を
賜
り
、
何
と
か
務
め
る

事
が
出
来
ま
し
た
。
心
よ
り
厚
く
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

併
せ
松
本
市
公
民
館
長
会
35
地

区
の
理
事
と
し
て
幅
広
い
交
流
と
経

験
を
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

広
報
部
会
の
長
と
し
て
、
松
本
市
各

こ
の
た
び
、
新
公
民
館
長
会
会
長

に
選
任
さ
れ
ま
し
た
宮
島
で
す
。
前

会
長
の
中
村
さ
ん
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
今
ま
で
長
い
間
ご
苦
労
様
で
し

た
。
今
更
な
が
ら
、
ご
尽
力
に
感
謝

尊
敬
い
た
し
ま
す
。
私
の
よ
う
な
未

熟
者
に
大
役
が
務
ま
る
か
不
安
で
は

あ
り
ま
す
が
、
生
ま
れ
育
っ
た
地
域

の
た
め
多
少
な
り
と
も
貢
献
で
き
れ

ば
と
姿
勢
を
正
す
次
第
で
す
。

一
方
、
私
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境

公
民
館
活
動
の
内
容
、
現
況
を
認
知

出
来
た
気
が
し
ま
す
。

今
後
、
公
民
館
の
役
割
は
益
々
重

要
な
場
所
と
な
っ
て
い
き
ま
す
。
地

域
の
活
動
の
拠
点
と
し
て
、
地
域
の

学
習
の
場
と
し
て
、
更
に
発
展
す
る

事
を
願
っ
て
ご
挨
拶
に
代
え
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

は
、
積
極
的
対
策
が
待
ち
遠
し
い
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
臥
雲
新
市
長

就
任
に
よ
る
初
動
手
腕
等
、
動
向
観

察
が
必
要
な
生
活
密
着
事
項
が
目
白

押
し
で
す
。

前
述
の
と
お
り
、
未
熟
者
ゆ
え
、

疑
問
視
す
る
イ
ベ
ン
ト
も
あ
る
で

し
ょ
う
。
い
ず
れ
も
経
験
豊
富
な
公

民
館
長
の
皆
様
に
協
議
し
て
い
た
だ

き
最
適
化
議
決
結
果
で
推
進
い
た
し

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご

協
力
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

2
年
後
に
は
70
周
年
を
迎
え
る
伝

統
あ
る
高
綱
中
学
校
に
3
年
間
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
を
通
し

て
行
っ
た
中
学
生
と
地
域
と
の
交
流

活
動
で
は
、
窪
田
空
穂
生
家
で
の
短

歌
作
り
、
和
田
神
社
裏
で
の
ホ
タ
ル

学
校
の
中
庭
に
あ
る
し
だ
れ
桜
が

見
事
な
花
を
咲
か
せ
る
穏
や
か
な
4

月
の
午
後
、
今
年
度
の
入
学
式
を
終

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
の
後
2
日
間
生
徒
た
ち
は
登
校

し
ま
し
た
が
、
翌
日
か
ら
再
び
休
校

で
お
休
み
に
…
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
に
振
り
回
さ
れ
、
ス
タ
ー
ト
し

た
4
月
で
し
た
。

来
年
度
か
ら
、
中
学
校
で
も
新
学

の
幼
虫
観
察
等
、
他
校
で
は
味
わ
え

な
い
貴
重
な
体
験
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
和
田
地
区
の
運
動
会
や
夏

祭
り
、
文
化
祭
等
で
も
子
ど
も
た
ち

が
楽
し
く
参
加
で
き
る
内
容
が
考
え

ら
れ
て
い
て
、
子
ど
も
も
大
人
も
地

域
一
体
と
な
っ
て
活
動
す
る
様
子
を

見
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
和
田
地
区
は
「
地

域
の
子
を
地
域
で
育
て
る
」
と
い
う

こ
と
を
大
事
に
し
て
い
る
と
強
く
感

ず
る
と
共
に
、
子
ど
も
た
ち
の
健
や

か
な
育
成
の
た
め
に
日
頃
よ
り
ご
尽

力
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
に
深
く
感

謝
い
た
し
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
和
田
地

区
の
今
後
益
々
の
ご
発
展
と
高
綱
中

学
校
へ
の
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
を
賜
り
ま

す
よ
う
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

し
た
こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
公
民
館
が
地
域
の
核
と
し

て
、
ま
す
ま
す
繁
栄
す
る
こ
と
を
祈

念
し
ま
し
て
退
任
の
挨
拶
と
い
た
し

ま
す
。
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今
ま
で
に
経
験
し
た
事
の
な
い

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
凄
ま
じ

い
勢
い
で
感
染
拡
大
し
て
い
ま
す
。

緊
急
事
態
宣
言
が
、
一
日
も
早
く

解
か
れ
る
に
は
、
今
ま
で
以
上
に

一
人
一
人
が
自
覚
と
緊
張
感
を
持
っ

て
生
活
し
て
い
か
な
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。
新
年
度
が
始
ま
り
希
望

に
満
ち
た
生
活
が
早
く
迎
え
ら
れ

る
よ
う
に
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

　

編
集
委
員
も
改
選
と
な
り
ま
し

た
。
2
年
間
が
ん
ば
り
ま
す
の
で

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

福
澤
・
塩
原
・
遠
山

【
講
座
・
学
習
会
等
】

【
地
区
全
体
行
事
】

和
田
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
（
中
止
）

夏
季
ス
ポ
ー
ツ
大
会　
（
中
止
）

河
西
部
球
技
大
会

松
本
市
市
民
体
育
大
会

和
田
地
区
大
運
動
会

市
長
杯
争
奪
球
技
大
会

冬
季
ス
ポ
ー
ツ
大
会

芸
術
文
化
祭

６
／
21

７
／
12

８
／
30

10
／
11

10
／
18

11
／
1

２
／
21

11
／
8

育
児
学
級
「
め
だ
か
の
会
」  

支
援

フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

映
画
と
語
り
の
会

人
権
啓
発
講
座

芝
沢
小
夏
休
み
学
習
支
援

文
化
財
臨
地
学
習
会

マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会

健
康
ス
ポ
ー
ツ
教
室

世
代
交
流
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

随

時

6
／
27

7
／
31

未

定

２
日
間

8
／
18

８

月

11
／
16
～

秋
予
定

【
委
員
会
活
動
】

運
営
委
員
会
　
館
報
編
集
委
員
会

図
書
視
聴
覚
委
員
会

体
育
委
員
会　
文
化
委
員
会

文
化
財
調
査
委
員
会

【
そ
の
他
】

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ク
ー
ル
事
業

地
区
内
の
人
材
リ
ス
ト
作
成

ス
ポ
ー
ツ
振
興

　

ソ
フ
ト
バ
レ
ー（
火
・
木
）

　
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー（
木
）  

卓
球
（
火
・
木
）

福
祉
分
野
で
の
協
力
・
連
携

町
内
公
民
館
活
動
へ
の
協
力

地
域
づ
く
り
協
議
会
へ
の
参
画

歌
碑
公
園
の
管
理

　
歌
碑
公
園
・
公
民
館
周
辺
の
草
刈
り
・
清
掃

等
を
月
１
回
、
町
内
公
民
館
に
依
頼
し
て
実
施

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
の
た
め
中
止

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
事
業
計
画
の

変
更
や
詳
細
は
「
公
民
館
ニ
ュ
ー
ス
」
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

七
夕
飾
り
教
室
・
茶
道
体
験
教
室
・
そ
ば

打
ち
講
習
会
・
連
凧
作
り
教
室
・
し
め
縄

作
り
教
室
・
キ
ム
チ
漬
け
講
習
会
・
和
田

の
文
化
を
学
ぶ
会
・
手
芸
講
座
・
パ
ソ
コ
ン

和
田
公
民
館　
館
長　

萩
原　

正
人

　
　
　
　
　
　

補
佐　

中
野　

文
子

　
　
　
　
　
　

主
事　

中
田　

真
実

【
町
内
公
民
館
長
＝
文
化
委
員
】

会　

長  （
境
）      　

宮
島
　
伸
一

副
会
長
（
蘇
我
）    　
田
中
　
住
人

会　

計  

（
殿
）        

上
條
　
清
実

          （
衣
外
）　   

赤
羽
　
政
幸

           

（
南
和
田
）      

福
澤
　
寛
治

           

（
太
子
堂
）     

渡
辺
　
孝
一

             

（
中
）  

        

森
島
　
基
行

            （
和
田
町
）   

福
澤
　
文
雄

            （
下
和
田
）   

塩
原
　
邦
敏

            （
西
原
）　   

稲
冨
　
昭
雄

【
体
育
委
員
】

委
員
長  

（
衣
外
）    

矢
口
　
健
治

　
同    

（
下
和
田
）   

樋
口
　
憲
志

副
委
員
長  

（
南
和
田
）   

青
柳
　
幸
寿

　
同   

（
中
）       

小
林　

俊
文

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
　  

斉
藤
　
幸
弘

　
　
　
　
　
　
　

 　

奥
原
加
代
子

　
　
　
　
　
　
　

 　

新
井
　
尚
美

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者　

田
中　

智
子

〈
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
〉　
　
野
村　

好
子

　
　
　
　
　
　
　
　

     

北
沢   

　
薫

〈
野
球
〉　　
　
　
　

    

宮
沢　

   

猛

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

塩
原
　
治
樹

〈
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
〉　  

赤
羽
　
寿
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

上
原
　
恵
子

〈
卓
球
〉　　
　
　

       

山
岸
洋
一
郎

　
　
　
　
　
　
　
　

     

藤
澤
　
裕
二

〈
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
〉  

森
川　

重
則

                                 
森
川　

菊
三

【
図
書
視
聴
覚
委
員
】

委
員
長

副
委
員
長

　
　

（
境
）

（
和
田
町
）

（
蘇
我
）

（
衣
外
）

（
殿
）

（
南
和
田
）

（
太
子
堂
）

（
中
）

（
下
和
田
）

（
西
原
）

桑
原
美
代
子

青
沼
美
沙
子

瀧
野　

聡
子

亀
野　

初
子

松
本　

恭
子

矢
野　
　

操

白
川　

良
恵

馬
場　

享
子

輿　
　

恵
子

唐
沢　

元
気

【
公
民
館
運
営
委
員
】

委
員
長

　
　

（
蘇
我
町
会
長
）

（
衣
外
町
会
長
）

（
殿
町
会
長
）

（
南
和
田
町
会
長
）

（
太
子
堂
町
会
長
）

（
中
町
会
長
）

（
和
田
町
町
会
長
）

（
下
和
田
町
会
長
）

（
境
町
会
長
）

（
西
原
町
会
長
）

萩
原　

勝
重

赤
羽　

繁
夫

神
澤　

芳
夫

窪
田　
　

功

赤
羽　

家
人

上
條　

幹
明

高
橋　

隆
夫

太
田　

金
吾

宮
島　

順
衛

角　
　

尚
也

上
條　

昌
明

清
水　

伸
行

池
本　

治
子

近
藤　

秀
祐

布
施　
　

誠

横
川　
　

都

斉
藤　
　

茂

大
野　

浩
司

芝
沢
小
学
校
長

高
綱
中
学
校
長

和
田
保
育
園
長

芝
沢
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
代
表

高
綱
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
代
表

女
性
役
員
会
長

Ｊ
Ａ
和
田
支
所
長

民
生
児
童
委
員
協
議
会
長

※
町
内
公
民
館
長
、
体
育
・
館
報
編
集
・

図
書
視
聴
覚
各
委
員
長
を
含
む

【
文
化
財
調
査
委
員
】

委
員
長
（
南
和
田
）

（
蘇
我
）

（
衣
外
）

（
殿
）

（
太
子
堂
）

（
中
）　

（
和
田
町
）

（
下
和
田
）

（
境
）

（
西
原
）

上
條　

宏
之

加
藤　

昭
一

赤
羽　

節
男

青
沼　

千
治

古
畑　

晶
一

上
條　

一
利

福
澤　

賢
一

後
藤　

善
弘

牧
田　

正
行

松
澤　

宗
利

※
町
内
公
民
館
長
を
含
む

（
蘇
我
）

（
衣
外
）

（
殿
）

（
南
和
田
）

（
太
子
堂
）

（
中
）

（
和
田
町
）

（
下
和
田
）

（
境
）

（
西
原
）

萩
原　

勇
亮　
　

新
井　

康
正

竹
下　

将
嗣　
　

横
川　

佳
範

村
上　

拓
史　
　

小
林　
　

功

原　
　

真
一　
　

赤
羽　
　

悟

藤
沢　
　

亨　
　

藤
澤　

俊
和

上
條　

智
広　
　

田
村　
　

諒

長
田　

秀
幸　
　

丸
山　

真
一

後
藤　

佳
明　
　

菊
池　
　

靖

塩
原　

哲
郎　
　

宮
島　

哲
也

北
沢　
　

充　
　

山
田　

恵
子

委
員
長

副
委
員
長

　
　

（
和
田
町
）

（
境
）

（
蘇
我
）

（
衣
外
）

（
殿
）

（
南
和
田
）

（
太
子
堂
）

（
中
）

（
下
和
田
）

（
西
原
）

福
澤　

直
美

遠
山
由
起
子

田
中　

弥
生

吉
田　

綾
香

上
原　

博
美

赤
羽
れ
い
子

赤
羽
し
の
ぶ

上
條
由
香
里

塩
原　

道
子

平
澤　

直
久

【
館
報
編
集
委
員
】

消
防
12
分
団
長

安
協
支
部
長

商
工
親
和
会
長

市
議
会
議
員

子
ど
も
会
育
成
会
長

健
康
づ
く
り
推
進
員
会
長

地
区
生
活
支
援
員

田
中　

靖
啓

中
野　

尚
史

上
條　

康
敬

上
條　

俊
道

上
條　

一
利

小
野
美
伊
子

上
原　

恵
子

習
指
導
要
領
が
完
全
実
施
と
な
り
、

新
た
な
学
び
の
必
要
性
が
う
た
わ
れ

て
い
ま
す
。
生
徒
自
身
が
主
体
的
に

考
え
、
周
り
と
協
働
し
な
が
ら
、
問

題
解
決
し
て
い
く
学
び
で
す
。
そ
の

た
め
に
は
、
生
徒
自
身
が
地
域
の
中

で
生
活
し
、地
域
の
皆
様
と
交
流
し
、

と
も
に
作
り
あ
げ
て
い
く
体
験
が
大

切
で
す
。

生
徒
が
地
域
の
行
事
に
参
加
し
た

り
、
地
域
の
皆
様
と
一
緒
に
地
域
の

た
め
に
活
動
し
た
り
す
る
な
ど
の
機

会
を
い
た
だ
け
る
と
幸
い
で
す
。
皆

様
の
ご
協
力
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

こ
の
度
の
人
事
異
動
で
保
険
課
勤

務
と
な
り
ま
し
た
。
和
田
地
区
地
域
づ

く
り
セ
ン
タ
ー
職
員
と
し
て
、
2
年
間

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
和
田
地
区
の

方
々
の
優
し
い
人
柄
や
あ
た
た
か
さ
に

支
え
ら
れ
ま
し
た
。学
ぶ
こ
と
も
多
く
、

充
実
し
た
2
年
間
で
し
た
。

新
し
い
職
場
で
も
、
和
田
地
区
で

学
ん
だ
こ
と
、
経
験
を
活
か
し
職
務

に
励
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

和
田
地
区
の
ご
発
展
と
、
皆
様
の

ご
健
康
を
お
祈
り
し
て
お
り
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

講
座
等
は
未
定
で
す
。
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